
臆主要政党の憲法改正に対する態度

民主党 �憲法を活かし、「国民主権・基本的人権の尊 重・平和主義」を徹底 

自民党 �自主憲法制定。国民主権、基本的人権の尊 重、平和主義の三つの原理は継承。天皇陛下 を国家元首に規定。国防軍を保持することを 

明記 

公明党 �現行憲法を高く評価した上で、環境権やプラ 
イバシー権を新たに加える「加憲」の立場 

共産党、 �明文改憲も解釈改憲も乾さず、9条を守る多 数派形成に全力をあげる。平和・人権・民主 主義の原則を国政の各分野に生かす 

日本維新の会 �自主憲法を制定し、決定できる統治機構を本 格的に再構築する 

みんなの党 �将来的に憲法改正手続きを簡略化し、首相公 選制を導入。「地域主権型道州制」を導入し た後、衆参両院を統合して一院制へと改める 

社民党 �平和憲法は変えさせない。憲法の保障する諸 権利の実現を第一とする 

国民新党 �自主憲法制定。日本を世界から尊敬され、信頼 される国家に脱皮させる 

新党大地 �9条の戦争放棄は守りつつ、時代に合った憲 
法にする 

新党日本 �憲法改正。衆参両院を廃止し、一院制国会を 創設する 

みどりの風 �時代や社会の変化に対応した憲法改正は可能 であるべきだが、まずは国民投票を導入する 
ことが現実的 

新党改革 �日本を新生する、新たな時代にふさわしい憲 法改正を議論していく 

塵謀議誤認競業謀議」I 
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